
３月議会で市民要求実現に奮闘し 

 中３まで医療費無料化、認可保育所増設などが実現 
 
 ３月議会が２月 17日から３月 25日までの 37日間開催されました。 

提案された議案は、2022年度一般会計予算等の予算 13議案、条例改正等 27議案 

の合計 40議案。党議員団は、コロナ対策や少子化、高齢者対策などの市民要求実現 

に力を尽くす一方、一般会計予算と条例改正４議案に反対、残る 35議案に賛成しま 

した。 

 要求が実現したのは、所得制限付きながら中学３年生まで医療費の無料化、210名 

分の認可保育所整備、若者就労支援、市営住宅へのエレベーター設置（玉田団地） 

などです。 

 一方、予算や条例改正で反対した内容は、①コロナ対策では国の対応の域を出ず、 

独自の対策がほとんどなかったこと。②依然として「同和教育」を継続すること。 

③文化保護行政を教育委員会所管から市長に移管したこと。④アイホール事業を削 

減することで質の高い文化の発信と市の文化振興策を縮減したことなどです。 

 病院統廃合による近畿中央病院跡地への医療機関誘致に関しては、コロナ禍で急 

性期医療の重要性が認識されたことから地域医療構想を見直し、急性期病床の誘致 

を求めました。 

 

党議員団の要求で 

市バスの接近情報、混雑情報提供システム実現 

３月 28 日（月）から試験運用、４月５日本格実施予定 

 

 伊丹市交通局は、市バス利用者の利便性向上とコロナ感染対策の一環として、

市バスの接近情報と混雑情報を提供する「いたみバスナビ」を開始することになりました。このシ

ステムは、車内の混雑情報を「空いています」「やや混雑しています」「混雑しています」と 3段階

で発信します。また、市バスに設置された GPS機能を活用して、バスの接近情報や遅延情報を提供

するとともに、次発の案内や乗換案内、時刻表検索などのサービスがあります。 

 利用方法は、スマートフォンなどで「いたみナビバス」を検索、もしくはバス停に貼付されてい

る QRコードを読み取ることで、そのバス停に接近してくるバスの状況を把握することができます。

利用料は無料（通信費は利用者の負担）。 

 党議員団は 30 年以上前からこのバス接近情報の提供（バスロケーションシステム）を要望し続

けていました。市民との共同でやっと実現することができました。 

 詳細は、伊丹市交通局のホームページ、４月１日付の伊丹市広報をご覧ください（裏面参照）。 
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【バス停におけるQRコードを利用する場合】（伊丹市交通局のホームページより転載） 

 


